




２０１９年１０月 診療報酬改定について 

                                             医事係長  坂田   敦 

 みなさんが病院に受診される際にお支払いいただく医療費（診療報酬）は、厚生労働省が定めて 

おり、全国一律の内容になっています。その内容は２年ごとに見直され、前回は２０１８年４月、 

次回は、通常であれば２０２０年４月に改定されます。 

 しかし、２０１９年は１０月より消費税率が８％→１０％に増税される関係で、診療報酬も 

同じタイミングで改定されます。 

 主な改定内容は、初診料・再診料、入院基本料などです（詳細は１０月 

  頃、広報にてお知らせします）。 

 １０月１日の改定により、９月以前と同じ内容の検査・診察等を行ったの   

  に、窓口でのお支払金額が異なる、ということがあるかもしれません。 

   ご不明な点などがございましたら、お気軽に医事課職員までお声掛け下さい。 

 

冠動脈・大動脈バイパス移植術 　　　　１９例
心臓弁膜症手術 　　　　２２例
胸部大動脈手術（うち ステントグラフト内挿術） 　　　　１５例 　（９例）
その他の開心術 　　　　　 ５例
腹部大動脈手術（うちステントグラフト内挿術） 　　　　２６例 （１６例）
末梢血管バイパス術 　　　　１３例
ＰＴＡ・ステント 　　　　６２例
経皮的冠動脈形成術及び経皮的冠動脈ステント留置術 　 　２３９例
　　　　　　　　　　　　　　　　ペースメーカー植込術 　　　　６０例
　　　　　　　　　　　　　　　　ペースメーカー電池交換術 　　　　６５例
　　　　　　　　　　　　　　　　下肢静脈瘤手術 　　　　９８例
　　　　　　　　　　　           その他 　　　１０２例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　　　　　計

２０１８年 当院における手術実績
（２０１８年１月～１２月）

７２６例





総合診療科　金　　有世

金 博士の
『本音で語ろう』 77

　　医学生時代に教わったというか、たたき込まれたことのひとつに、医者の社会的役

割があります。即ち、医者は人の命を救うために存在するのだということです。医学生

時代は当然のことと受けとめていましたが、その後、世の中の進化というか、人の生き

方が多様化しつつあります。個人の選択がより可能になったということです。

　その判断材料のための情報提供を、より分かり易くより丁寧に、本人や家族が納得す

るまでなされる。医者として、命を救うことはもちろん、本人をより尊重していく情報

交換がますます必要となってきています。

　本人が心から納得することができただろうか？ 本人の尊厳に寄り添うことができたの

だろうか？ 家族が本人のために無理をしすぎていないだろうか？

　今日も、悩みながら診察をしております。

“ 生きること と 本人の尊厳  ”



　(2019年4月10日現在）
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